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菅原道真伏御誕生の地

智恙・学問・費瞼・能力開発の神

吉洋院夭満官 駐車場有 ります

但し、4月 25日 と8月 25日 は大祭による縁 日

のため境内に駐車はできません。

市バス『吉祥院天満宮前』徒歩 3分

『千本十条』から西600m
『西大路九条』から南600m

J R『西大路駅』から南へ l km

特別 ご祈梼本修

(夭満官拝殿に入 りご祈祷 をおえけ頂 きます)

初官者 (お 官まいり)・ セ五二まいり・十二よいり

家内安全・ 商売警盛・ 学輩増40史瞼合格

姜産茂育・ 厄除閉運・ 交範姜仝・ 病気千癒

出張祭典奉修

(現地にお出向きしてお祓い、ご祈祷させて頂きます)

会社・事務所 。店舗・工場などの開所清祓 。

事業繁栄祈願

建物取毀・井戸埋戻 。地鎮祭 0上棟祭などの

方除工事安全祈願

神事に関すること お気軽にご相談 ください

〒601-8331

京都市南区吉祥院政所町3(西大路十条西入ル北)

TEL.075‐ 691‐ 5303 FAX.075‐ 691‐2205
垂|:便 i辰替 00920-9-319639

吉洋院夭満官社務所
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き

っ
し
ょ
う

い
ん

て

ん

ま

ん

ぐ

う

の
曽
祖
父
古
人
卿

・
祖
父
清
公
卿
が
お
供
し
て
都
に
入
り
．

帝
よ
り
領
地
と
し
て
賜
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
当
時
は
白
井

の
庄
と
称
し
そ
の
中
央
部
に
邸
を
構
え
て
住
み
、
六
国
家

（福
田

・
奥
田

・
安
田

・
恩
田

・
寺
田

・
岩
田
）
を
は
じ

め
と
す
る
菅
原
家

一
族
の
人
々
は
、
従
来
か
ら
の
住
人
と

伴
に
主
に
農
業
を
営
み
な
が
ら
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
て

い
っ
た
。

承
和
十
二
年
（八
四
五
）
六
月
二
十
五
日
に
是
善
卿
の
子

と
し
て
道
真
公
（幼
名
阿
呼

・
吉
祥
丸
）
が
誕
生
さ
れ
、
幼

少
の
頃
か
ら
才
智
高
く
、
貞
観
四
年
（八
六
二
）
十
八
才
で

文
章
生
に
合
格
さ
れ
る
ま
で
は
こ
の
吉
祥
院
に
住
ま
わ
れ

た
。
御
所
仕
え
の
こ
と
も
あ
り
父
是
善
卿
の
す
す
め
に
よ

り
大
内
裏
近
く
宣
風
坊
（五
条
西
洞
院
　
付
近
）
に
転
住
さ

れ
、
文
章
得
業
生

・
方
略
試
を
め
ざ
し
て
寸
暇
を
惜
し
ん

で
勉
学
に
励
ま
れ
、
清
公
卿

・
是
善
卿
に
つ
づ
き
、
三
十

三
才
の
若
さ
で
文
章
博
士
に
な
ら
れ
た
。
政
治
に
学
問
に

大
い
に
そ
の
力
を
発
揮
、
次
つ
ぎ
と
昇
進
の
道
を
進
ま
れ
、

宇
多
天
皇
の
特
別
の
ご
信
任
も
あ
り
学
者
と
し
て
は
初
め

て
の
右
大
臣
に
ま
で
な
ら
れ
た
が
、
そ
の
異
例
と
も
い
え

る
栄
達
に
有
力
者
た
ち
の
不
満
が
高
ま

っ
た
。

そ
し
て
政
略
（左
大
臣
藤
原
時
平
が
醍
醐
天
皇
に
は
た
ら

き
か
け
る
）
に
よ
り
太
宰
権
帥
と
し
て
昌
泰
四
年
（延
喜
元

年
九
〇

一
）
正
月
二
十
五
日
に
左
遷
さ
れ
て
か
ら
は
悲
運
を

た
ど
ら
れ
、
し
き
り
に
京
の
こ
と
を
想
い
つ
つ
、
望
郷
の

詩
を
幾
篇
と
な
く
綴
ら
れ
延
喜
三
年
（九
〇
三
）
二
月
二
十

五
日
つ
い
に
冤
罪
を
晴
ら
す
こ
と
な
く
病
苦
の
う
ち
に
誠

心
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
。
御
歳
五
十
九
才
で
あ
つ
た
。

天
満
官
と
し
て
祀
ら
れ
て
後
は
各
地
各
層
か
ら
の
浄
財

の
寄
進
多
額
に
の
ぼ
り
社
殿
は
雄
壮
に
な
っ
た
。
鳥
羽
天

皇
は
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）菅
公
二
百
年
御
忌
の
祭
典
を

特
別
盛
大
に
行
な
わ
せ
ら
れ
、
以
後
毎
年
二
月
二
十
五
日

に
は
御
八
講
料
を
賜
わ
っ
た
。そ
の
後
歴
代
の
天
皇
も
年
々

盛
大
に
勅
祭
を
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
二
十
八
年
（
一
五
九
〇
）豊
臣
秀
吉
に
よ
り
神
領

・
八

講
料
な
ど
悉
く
没
収
さ
れ
た
。
か
つ
て
秀
吉
の
家
臣
と
天

満
宮
神
領
民
と
の
間
で
衝
突
が
あ
り
、
秀
吉
が
関
白

・
太

政
大
臣
に
な
る
と
家
臣
が
こ
の
事
を
悪
く
告
げ
、
秀
吉
の

勘
気
を
蒙
ら
た
こ
と
に
よ
る
と
伝
え
る
。

そ
の
後
勅
祭
も
廃
止
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
余
儀
な
く

規
模
縮
小
と
な
り
、
神
社
費
確
保
と
た
め
江
戸
を
は
じ
め

吉
洋
院
夭
満
官

御
祭
神

普

神

霊

（サ
原
道
真
公
）

当
官
は
御
祭
神
菅
原
道
真
公
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て

三
十

一
年
目
に
当
る
平
安
時
代
の
承
平
四
年
（九
二
四
）
菅

原
家
ゆ
か
り
の
道
真
公
御
誕
生
の
地
に
朱
雀
天
皇
の
勅
命

に
よ
り
創
建
さ
れ
た
最
初
の
天
満
宮
で
あ
る
。

即
ち
日
蔵
上
人
が
吉
野
金
峰
山
に
て
修
行
中
、
天
満
大

自
在
天
神
の
存
在
を
眼
の
あ
た
り
に
し
、
「若
し
人
我
形
を

作
り
我
名
を
唱
え
て
尊
重
せ
ば
其
人
を
擁
護
せ
ん
」と
の
御

誓
願
を
承
り
、
た
だ
ち
に
内
裏
に
参
り
朱
雀
天
皇
に
こ
の

由
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
帝
は
早
速
菅
公
の
御
幼
少
の
尊
像

を
御
農
刻
に
な
り
、
菅
神
の
霊
と
し
て
こ
の
吉
祥
院
の
地

に
勅
祀
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

此
の
地
は
桓
武
天
皇
が
平
城
京

。
長
岡
京
を
経
て
延
暦

十
三
年
（七
九
四
）都
を
平
安
京
に
遷
さ
れ
た
時
、
道
真
公

各
地
に
て
御
開
帳
を
行
な
う
な
ど
維
持
に
苦
心
し
た
。

明
治
三
十
五
年
の
菅
公
千
年
祭
以
来
、
氏
子
崇
敬
者
の
篤

い
御
支
援
を
得
て
逐
次
復
興
に
努
め
、
本
殿
改
築
（昭
和
二

十
八
年
）
や
吉
祥
天
女
社
の
大
修
理
（昭
和
三
年
）
、
境
内
神

域
の
拡
張
整
備
（昭
和
三
、
二
十
七
年
）
、
祝
詞
殿
新
築
（昭
和

五
十
二
年
）
、
平
成
十
四
年
の
菅
公
千
百
年
大
萬
燈
祭
に
は

拝
殿
改
築
や
文
章
院
新
築
な
ど
な
し
得
た
こ
と
、道
真
公
の

高
き
御
神
徳
の
賜
と
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新春葉ばたん展 (拝殿の部 )

歳旦祭 (家 内安全特別祈祷 )

大とんど祭

初天神祭 御供奉献

節分祭 (厄除特別祈祷 。あま酒接待 )

梅花祭 (菅公御命日祭 )

五穀豊穣祈願祭 御供奉献

入学祭 (新小学一年生 )

春季大祭(吉祥院こども神興、六斎奉納)

雷除祭 (朝がゆ接待)

菅公御誕辰祭ならびに安産祈願祭

夏越の大祓 茅の輪神事

夏季大祭 (六斎奉納、学童絵画展 )

例祭 (秋祭)御供奉献 湯立神楽
火焚神事 (ぜんざい接待)大般若経転読
七五三まいり特別祈祷

天皇御誕生祭 (葉ばたん展 )

大祓式 除夜祭 (御神酒接待)

| | | | ら.1 1 1
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*1月 1日
*1月 15日
*1月 25日
*2月節分
*2月 25日
*3月 25日
*4月第 2日曜
*4月 25日

*6月 1日
*6月 25日
*6月 30日
*8月 25日

*10月 13日 に
近い日曜日

*11月  中
*12月 23日
*12月 31日

主

な

神

事

・
祭

事
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吉祥院六斎念仏・獅子と土蜘蛛

チ
公
朧

表

延
喜
二
十
三
年
人
八
〇
四
）
菅
原
道
真
公
の
祖
父
清
公
卿
が

遣
唐
使
と
し
て
唐

へ
向
か
う
途
中
、
海
上
に
わ
か
に
暴
風
起
り

船
が
転
覆
し
か
け
た
時
、
同
船
し
て
い
た
僧
最
澄
と
共
に
吉
祥

天
女
に
平
安
を
祈

っ
た
と
こ
ろ
、
天
女
た
ち
ま
ち
空
中
に
現
わ

れ
風
雨
静
ま

っ
て
無
事
使
節
の
任
を
果
た
し
た
。
こ
の
感
激
と

喜
び
を
胸
に
帰
朝
後
吉
祥
天
女
の
尊
像
を
自
ら
刻
ま
れ
、
大
同

三
年

（八
〇
八
）
庭
上
に

一
堂
を
建
立
し
て
安
置
し
、
伝
教
大

師
に
は
か
つ
て
開
眼
供
養
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
を
吉
祥
院
と

号
し
て
国
家
鎮
護
の
祈
願
所

・
菅
家
守
護
の
本
尊
と
さ
れ
た
。

こ
の
吉
祥
院
に
お
い
て
清
公
卿
は
毎
年
十
月
に
吉
祥
院
悔
過

を
修
せ
ら
れ
、
是
善
卿
は
清
公
卿
の
命
日
の
十
月
十
七
日
に
毎

六
斉

念
仏

は
、
千
安
時
代

に
空
也
上
人
が
信
仲
を
広
め
る
た
め

に
鉦
や
太
敲
を

た
た

い
て
蛹
理
念
仏
を

は
じ
め
た

の
が
た
り
と

い
わ
薇
、
こ
薇
が
後

に
仏
共

に
説

く
８

・
１４

・
１５

・
２３

・
２９

・
晦

日
の
六
斉

口
に
行
わ
薇
、
六
斉
合

仏
と
十
ば
薇
る

よ
う

に
な

っ
た

と
伝
え
ら
薇
ま
す
。

室

町
時
代
中
期
頃
か
ら
民
衆

の
み
で
行

わ
薇
る
よ
う

に
な
り
、
能
楽

や
歌
舞
伎

等
を

取
り

入
薇

る

工
人

が
カロ
た
ら
薇
、
芸

能
色
豊

か
な

六
斉
合

仏

に
発
展

し
て
、

本
来

の
大
斎

口
と
関
わ
り
な

く
盆

の
行
事

と
し

て
伝

え
ら
れ

て
来
ま

し
た
。　
　
　

・
」
」

現
在
、
京
都
市
内

に
は
十
数

こ

の
六
斉

合

仏
が
伝
承

さ
れ

て

い
ま
す

が
、
キ
ロ
　
　
０
″

祥
院

六
斎

は
永

く
そ

の
中

道
に
あ
り
、

昭
和

二
十

八
年

に
は
京
都
を
代

表
す

る
　

一い
し

六
斉

念

仏
と
し

て
国
か
ら
無
形
え
化
財

に
指
定

さ
薇
、

昭
和

二
十

八
年

に
は
に

　

ノ

の
六
斉

企

仏
と
あ
わ

せ
て
国

の
言
妥
無
形
民
俗
夫
化
財

に
指
定

さ
薇
ま

し
た
。
　

“^
一一

毎
年

八
月

二
十

二
日
夜

に
民
神

の
吉
祥
院
人
満
官
夏
李
大
荼
で
行

わ
枚
る
一
口
　
．
デ
‐

祥
院

六
斉
念
仏

の
奉
納

は
、
長

い
歴
史

と
伝
銃
を
持
ち
、

京
都

の
夏
を
彩

る
著
名

　

　

ｔ

行
事

の

一
つ
と
し

て
、

広

く
市
民

や
観
光
客

に
紀

し
ま

薇

て

い
ま
す
。

出
演
者

は
揃

い
の
浴
衣
を
着

て
、

笛

・
鉦

ｏ
人
ヤ

小

の
大

鼓
な

ど
を
用

い
、

ま

た
芸

物

に
は
特

別

の
衣

装

を

用

い
、
そ

薇
ぞ

薇
数

人

が
分

担

し

て
演

じ
ま
す
。

由

日

に
は
大
別

し

て
、
笛

・
鉦
を
伴

春

に
太

鼓

の
山
打
、

早
打
、

踊
打
を

主
と
す

る
太
技
山

（
ロ
ツ
太

鼓
、
私
国
難
な

ど
）
と
、

笛

・
鉦

・
太
技

の
難
子
で
行
う
芸
物

（姜
逹

ヶ
原
、

岩
几
菫
太
郎
な

ど
）
が
あ
り
、

獅
子
丼

が
よ

く
条
ら
薇

て

い
ま
す
。

③

硯
之
水

菅
公
御
幼

少
の
頃
、
勉
学

・
手
習

に
用
い
ら
れ
た
と
伝
え

る
井
戸
で
神
社
か
ら
東

方
０
・
５

ｋｍ
の
と
こ
ろ
に
碑

が
残
る
。
近
年
新
た
に

境
内
に
丼
戸
を
掘
り
、

硯
型
の
碑
を
建
て
復
活

を
行
な

っ
た
。

④
吉
祥
水
　
吉
祥
水
の

銘
を
刻
し
た
懸
樋
か
ら

流
れ
ほ
と
ば
し
る
し
ず

く
は
、
け
が
れ
を
祓
い

心
を
鎮
め
る
と
さ
れ
、

こ
の
し
ず
く
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
七
色
の
水
玉
鈴

守
が
ご
ざ
い
ま
す
。

年
修
せ
ら
れ
た
。
道
真
公
は
元
慶
五
年

（八
八

一
）
十
月
に
是

善
卿
の

一
周
忌
追
福
の
た
め
、多
く
の
僧
侶
を
招
い
て
法
華
八

講
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
寛
平
六
年

（八
九
四
）
九
月
に
は

菅
公
の
門
徒
の
人
た
ち
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
道
真
公
五
十
歳
の

賀
の
安
が
修
せ
ら
れ
た
。

応
仁
の
乱
に
よ
り
京
中
が
戦
火
に
遭
い
建
物
が
悉
く
焼
か
れ

る
状
況
の
中
、
古
祥
人
尊
像
の
焼
失
を
恐
れ
て
土
中
に
埋
め
、

新
た
に
仮
の
天
女
像
を
刻
み
木
常
に
安
置
し
開
限
供
養
を
修
し

た
。
世
の
中
鎮
静
と
と
も
に
本
尊
を
掘
り
出
し
も
と
通
り
安
置

し
た
が
、
い
ま
も
上
の
香
が
残

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

苦
祥
院
の
建
物
は
幾
度
と
な
く
焼
失
し
、
そ
の
度
に
浄
財
を

集
め
て
再
建
を
お
こ
な
い
、
現
在
の
吉
祥
天
女
社
は
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
に
再
建
さ
れ
た
。

近
年
で
は
明
治
ｒ
．十
五
年
と
昭
和
三
年
に
大
修
理
を
行
な
う

と
と
も
に
、
昭
和
の
初
め
か
ら
昭
和
三
十
年
頃
に
か
け
て
は
、

大
般
若
経
六
〇
〇
巻
の
転
読
法
会
が
催
さ
れ
た
。

創
建
の
歴
史
は
天
満
宮
よ
り
百
二
十
年
余
も
古
く
、
平
成
二

十
年

（二
〇
〇
八
）
に
は
創
建
千
三
百
年
祭
を
斎
行
し
た
。
ま

た
五
十
五
年
ぶ
り
に
大
般
若
経
六
百
巻
転
読
を
奉
修
し
、
吉
祥

天
女
像
の
特
別
開
帳
を
行
な
っ
た
。
記
念
事
業
と
し
て
吉
祥
天

女
社
の
大
改
修
工
事
を
地
元
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
支
援
を

得
て
行
な

っ
た
。

吉
祥
天
女
空
中
に
現
わ
れ
る

福
撼
招
来
　
大
願
戌
就

き

っ
し
ょ
う

い
ん

吉
洋
院
（吉
洋
夭
女
社
）

お
祀り
し
濱鰐
吉
祥
夭
女
さ
ま

菅
原
清
公
卿
　
昔
原
足
事
卿

伝

教

大

師

孔

子

さ

ま

・ |

①
菅
公
胞
衣
塚
　
道
真
公
降

誕
さ
れ
た
時
の
胞
衣
（
へ
そ

の
緒
）
を
埋
め
た
と
こ
ろ
。

初
宮
詣
り
に
は
天
満
宮
本
殿

祈
祷
の
後
こ
こ
に
参
り
、
赤

ち
や
ん
の
鼻
を
つ
ま
み
泣
か

せ
発
声
の
初
め
と
す
る
。
天

満
宮
で
は
こ
の
塚
の
小
石
を

「お
食
い
初
め
石
」
と
し
て

授
与
し
て
い
る
。

②

鑑
の
井
　
道
真
公
が
役

所
に
ご
参
勤
の
と
き
、
お
姿

を
映
さ
れ
た
井
戸
で
、
江
戸

詩
代
の
高
名
な
書
家
松
下
鳥

石
の
「鑑
井
之
銘
　
石
原
之

井
徹
底
而
清
菅
神
写
影
千
歳

留
名
涌
出
弗
渇
四
時
盈
盈
鑑

焉
永
嘆
豚
徳
維
明
　
宝
暦
四

年
甲
戌
春
　
鳥
石
葛
辰
銘
井

象
」
の
石
碑
が
建

つ
。

1`.ぎ  r・、ハ

＼1漱

水品と五色の

貴石のパワーが

あなたを守る

開i=招福腕綸

文章院 □文章院聖堂御跡碑

菅公胞衣塚
◎ 休
べむ需
鍔 、今

攣

□
［
□

恕
魂
碑

景[⊇]示
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吉祥院天満宮縁起 (第一幅 )
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，一事

菫
鐙

會
尾

Ｊ
理
配
翻

常
離夭満宮
仕
事
与

緩
軍
圏
「翻
闊
・

′

春
格
和
守

五色の梅の オ能をのばし 神矢により
パワーが  目標達成の あなたの目標

良運を開く  道を拓く  を射止める

厄除瞳 守 籠力開発御守 合格御守

勉学に励む

人の普段の

そなえに

勧学御守

智恵を
いただき

悟りを開く

な恙御守

福
徒
招
来
　
大
願
戌
就

き

っ
し
ょ
う

い
ん

吉
洋
院
（吉
祥
夭
女
社
）

お
祀り
し
濱
攪
吉
祥
人
女
さ
ま

菅
原
清
公
卿
　
菅
原
足
善
卿

伝

教

大

師

孔

子

さ

ま

延
喜
二
十
三
年

（八
〇
四
）
菅
原
道
真
公
の
祖
父
清
公
卿
が

遣
唐
使
と
し
て
唐

へ
向
か
う
途
中
、
海
上
に
わ
か
に
暴
風
起
り

船
が
転
覆
し
か
け
た
時
、
同
船
し
て
い
た
僧
最
澄
と
共
に
吉
祥

天
女
に
平
安
を
祈

っ
た
と
こ
ろ
、
天
女
た
ち
ま
ち
空
中
に
現
わ

れ
風
雨
静
ま

っ
て
無
事
使
節
の
任
を
果
た
し
た
。
こ
の
感
激
と

喜
び
を
胸
に
帰
朝
後
吉
祥
天
女
の
尊
像
を
自
ら
刻
ま
れ
、
大
同

三
年

（八
〇
八
）
庭
上
に

一
堂
を
建
立
し
て
安
置
し
、
伝
教
大

師
に
は
か
つ
て
開
眼
供
養
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
を
吉
祥
院
と

号
し
て
国
家
鎮
護
の
祈
願
所

。
菅
家
守
護
の
本
尊
と
さ
れ
た
。

こ
の
吉
祥
院
に
お
い
て
清
公
卿
は
毎
年
卜
月
に
吉
祥
院
悔
過

を
修
せ
ら
れ
、
是
善
卿
は
清
公
卿
の
命
日
の
十
月
十
七
日
に
毎

年
修
せ
ら
れ
た
。
道
真
公
は
元
慶
五
年
八
八
八

一
）
十
月
に
是

善
卿
の
一
周
忌
追
福
の
た
め
、多
く
の
僧
侶
を
招
い
て
法
華
八

講
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
寛
平
六
年

（八
九
四
）
九
月
に
は

菅
公
の
門
徒
の
人
た
ち
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
道
真
公
五
十
歳
の

賀
の
宴
が
修
せ
ら
れ
た
。

応
仁
の
乱
に
よ
り
京
中
が
戦
火
に
遭
い
建
物
が
悉
く
焼
か
れ

る
状
況
の
中
、
吉
祥
天
尊
像
の
焼
失
を
恐
れ
て
土
中
に
埋
め
、

新
た
に
仮
の
天
女
像
を
刻
み
本
堂
に
安
置
し
開
眼
供
養
を
修
し

た
。
世
の
中
鎮
静
と
と
も
に
本
尊
を
掘
り
出
し
も
と
通
り
安
置

し
た
が
、
い
ま
も
土
の
香
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

吉
祥
院
の
建
物
は
幾
度
と
な
く
焼
失
し
、
そ
の
度
に
浄
財
を

集
め
て
再
建
を
お
こ
な
い
、現
在
の
吉
祥
天
女
社
は
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
に
再
建
さ
れ
た
。

近
年
で
は
明
治
三
十
五
年
と
昭
和
三
年
に
大
修
理
を
行
な
う

と
と
も
に
、
昭
和
の
初
め
か
ら
昭
和
三
十
年
頃
に
か
け
て
は
、

大
般
若
経
六
〇
〇
巻
の
転
読
法
会
が
催
さ
れ
た
。

創
建
の
歴
史
は
天
満
宮
よ
り
百
二
十
年
余
も
古
く
、
平
成
二

十
年

（二
〇
〇
八
）
に
は
創
建
千
二
百
年
祭
を
斎
行
し
た
。
ま

た
五
十
五
年
ぶ
り
に
大
般
若
経
六
百
巻
転
読
を
奉
修
し
、
吉
祥

天
女
像
の
特
別
開
帳
を
行
な
っ
た
。
記
念
事
業
と
し
て
吉
祥
天

女
社
の
大
改
修
工
事
を
地
元
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
支
援
を

得
て
行
な
っ
た
。

六
斉
念
仏
は
、
平
安
時
代
に
空
也
上
人
が
信
仲
を
広
め
る
た
め
に
鉦
や
太
敲
を

た
た

い
て
蛹
理
合
仏
を
は
じ
め
た
の
が
た
り
と

い
わ
薇
、
こ
薇
が
後
に
仏
共
に
説

く
８

・
１４

・
１５

・
２３

・
２９

・
晦
日
の
大
斉
口
に
行
わ
薇
、
六
斉
合
仏
と
十
ば
薇
る

よ
う
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
薇
ま
す
。

室
町
時
代
中
期
頃
か
ら
民
衆

の
み
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
能
楽
や
歌
舞
伎

等
を
取
り
入
薇
る
工
夫
が
カロ
え
ら
薇
、
芸
能
色
豊
か
な
六
斉
念
仏
に
発
展
し
て
、

本
来

の
六
斉

口
と
関
わ
り
な
く
盆

の
行
事
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

現
在
、
京
都
市
内
に
は
十
数
組
の
六
斉
合
仏
が
伝
承
さ
薇
て

い
ま
す
が
、
古

祥
院
六
斉
は
永
く
そ
の
中

こ
に
あ
り
、
昭
わ

二
十
八
年

に
は
京
都
を
代
表
す
る

六
斉
念
仏
と
し
て
国
か
ら
窯
形
夫
化
財

に
指
定
さ
薇
、
昭
和
二
十
八
年

に
は
他

の
六
斉
合
仏
と
あ
わ
せ
て
国
の
す
妥
黒
形
民
俗
夫
化
財

に
指
定
さ
薇
ま
し
た
。

毎
年

入
月

二
十

五

日
夜

に
人
神

の
吉
祥
院
人
満
宮
夏
李

大
祭
で
行

わ
薇
る
一
口
　
ヽ

祥
院

六
斉
合

仏

の
本
的

は
、
長

い
歴
史

と
伝
銃
を
持

ち
、

京
都

の
夏
を
彩

る
着
名

行
事

の

一
つ
と
し
て
、

広

く
市
民

や
観
光
客

に
紀

し
ま
薇

て

い
ま
す
。

出
演
者

は
揃

い
の
浴
衣
を
着

て
、

笛

・
鉦

ｏ
大
中

心

の
大

鼓
な

ど
を
用

い
、

ま

た
芸

物

に
は
特

別

の
衣
装

を

用

い
、
そ

れ

ぞ

薇
数

人

が

分
担

し

て
演

し
ま
す

。

山

日

に
は
大
別

し

て
、
笛

・
鉦
を
伴
奏

に
太

敲

の
山
打
、

早
打
、

踊
打
を

主

と
す

る
太

技
山

（
ロ
ツ
太

鼓
、
祇
園
難
な

ど
）
と
、
笛

・
鉦

。
太
鼓

の
難
子
で
行
う
芸
物

（姜
逹

ヶ
源
、

岩
几
菫
太
郎
な

ど
）
が
あ
り
、

獅
子
丼

が
よ

く
知
ら
薇

て

い
ま
す
。

千羽鶴と

松葉を

織り込んだ

病榊 守 錦の御守 工子御守

天神様の ハローキテイ
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天神さま  天神さま

生誕の地に 生誕のへそ石
あやかった を織り込んだ

姜量御守  子検御守

吉祥院六斎念仏・獅子と土蜘蛛
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夢と希望が  福徳を  吉祥院で勉学に集中力向上。人間 スポーツや

湧いてくる  もたらす 励まれた天神さま関係良好。あなた あらゆる競争

元気の出る 吉祥天女さまの ご幼少のお姿の の仕事がうまく に勝ち進む

夢かなう守 大願戌誂御守 s願咸就i御守 いきますように 勝   守
仕事御守

かみなりよけの なによりも 工事や野外 旅行が楽しく 財布の中で大きく

ネの幸御守 身体健全を 活動の事故 安全にでき無事 育ててみたくなる

(6月 限定)お祈りする人の から身を守る に帰れますように  かわいい

けんこう御守 けがせぬ御守 織 会御守 金のかえる御守

吉
祥
天
女
空
中
に
現
わ
れ
る

水晶と五色の

貴石のパワーが

あなたを守る

開運招福腕総

お も な お 子 り

壼
智患却

吉祥院天満宮縁起 (第一幅)
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